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(57)【要約】
【課題】  内視鏡装置の撮像方法および装置において、
光電変換して出力されたアナログ信号を、階調の低下を
抑えつつ、よりダイナミックレンジの狭いデジタル値に
変換する。
【解決手段】  照射手段１０から射出した励起光と照明
光とを互いに異なるタイミングで生体組織１に照射し、
生体組織１から発生した蛍光による蛍光像と、生体組織
１によって反射された照明光による照明光像とを同一の
光電変換素子２７により受光して、それぞれを光電変換
して蛍光像および照明光像をそれぞれ表すアナログ信号
を取得し、これらのアナログ信号をデジタル値に変換し
て画像信号として出力するにあたり、蛍光像を表すアナ
ログ信号を照明光像を表すアナログ信号よりも大きいゲ
インで増幅した後にデジタル値に変換する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  生体組織に励起光と照明光とを互いに異
なるタイミングで照射し、前記励起光の照射を受けた生
体組織から発生した蛍光による蛍光像と、前記照明光の
照射を受けた生体組織によって反射された照明光による
照明光像とを同一の光電変換素子により受光して、該受
光した蛍光像と照明光像とをそれぞれ光電変換して前記
蛍光像および照明光像をそれぞれ表すアナログ信号を取
得し、該アナログ信号をデジタル値に変換して、該デジ
タル値を画像信号として出力する内視鏡装置の撮像方法
において、
前記蛍光像を表すアナログ信号を前記照明光像を表すア
ナログ信号よりも大きいゲインで増幅した後にデジタル
値に変換することを特徴とする内視鏡装置の撮像方法。
【請求項２】  生体組織に励起光と照明光とを互いに異
なるタイミングで照射する照射手段と、前記励起光の照
射を受けた生体組織から発生した蛍光による蛍光像と前
記照明光の照射を受けた生体組織によって反射された照
明光による照明光像とを受光し、該受光した蛍光像と照
明光像とをそれぞれ光電変換して前記蛍光像および照明
光像をそれぞれ表すアナログ信号を出力する受光手段
と、該アナログ信号を増幅する増幅手段と、該増幅手段
により増幅されたアナログ信号をデジタル値に変換する
Ａ／Ｄ変換手段とを備えた内視鏡装置の撮像装置におい
て、
前記増幅手段が、前記蛍光像を表すアナログ信号を、前
記照明光像を表すアナログ信号よりも大きいゲインで増
幅するものであることを特徴とする内視鏡装置の撮像装
置。
【請求項３】  前記増幅手段が、前記蛍光像を表すアナ
ログ信号の最大値が前記照明光像を表すアナログ信号の
最大値に略等しくなるようにゲインを定めるものである
ことを特徴とする請求項２記載の内視鏡装置の撮像装
置。
【請求項４】  前記増幅手段が、前記受光手段から出力
されるアナログ信号を電圧に変換するフローティング・
ディフュージョン・アンプおよび該アンプの出力電圧を
増幅するＡ／Ｄ変換ゲイン調整アンプを備え、前記ゲイ
ンが、前記フローティング・ディフュージョン・アンプ
のゲインおよび／または前記Ａ／Ｄ変換ゲイン調整アン
プのゲインであることを特徴とする請求項２または３記
載の内視鏡装置の撮像装置。
【請求項５】  前記ゲインが、前記デジタル値を用いて
作成された前記蛍光像および照明光像の光強度の分布を
示すヒストグラムに基づいて、各ヒストグラム中のそれ
ぞれの光強度分布の最大値が略等しくなるように定めら
れたものであることを特徴とする請求項２から４のいず
れか１項記載の内視鏡装置の撮像装置。
【請求項６】  前記ゲインが、予め段階的に定められた
複数の値の中から選択されるものであることを特徴とす
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る請求項２から５のいずれか１項記載の内視鏡装置の撮
像装置。
【請求項７】  生体組織に励起光と照明光とを互いに異
なるタイミングで照射し、前記励起光の照射を受けた生
体組織から発生した蛍光による蛍光像と、前記照明光の
照射を受けた生体組織によって反射された照明光による
照明光像とを同一の光電変換素子により受光して、該受
光した蛍光像と照明光像とをそれぞれ光電変換して前記
蛍光像および照明光像をそれぞれ表すアナログ信号を取
得し、Ａ／Ｄ変換器により該アナログ信号をデジタル値
に変換して、該デジタル値を画像信号として出力する内
視鏡装置の撮像方法であって、
前記Ａ／Ｄ変換器において前記蛍光像を表すアナログ信
号を前記照明光像を表すアナログ信号よりも狭い入力レ
ンジでデジタル値に変換することを特徴とする内視鏡装
置の撮像方法。
【請求項８】  生体組織に励起光と照明光とを互いに異
なるタイミングで照射する照射手段と、前記励起光の照
射を受けた生体組織から発生した蛍光による蛍光像と前
記照明光の照射を受けた生体組織によって反射された照
明光による照明光像とを受光し、該受光した蛍光像と照
明光像とをそれぞれ光電変換して前記蛍光像および照明
光像をそれぞれ表すアナログ信号を出力する受光手段
と、該アナログ信号を増幅する増幅手段と、該増幅手段
により増幅されたアナログ信号をデジタル値に変換する
Ａ／Ｄ変換器とを備えた内視鏡装置の撮像装置におい
て、
前記Ａ／Ｄ変換器が、前記蛍光像を表すアナログ信号
を、前記照明光像を表すアナログ信号よりも狭い入力レ
ンジでデジタル値に変換するものであることを特徴とす
る内視鏡装置の撮像装置。
【請求項９】  前記Ａ／Ｄ変換器が、前記蛍光像を表す
デジタル値の最大値が前記照明光像を表すデジタル値の
最大値に略等しくなるように前記入力レンジを切替え可
能としたことを特徴とする請求項８記載の内視鏡装置の
撮像装置。
【請求項１０】  前記入力レンジが、前記デジタル値を
用いて作成された前記蛍光像および照明光像の光強度の
分布を示すヒストグラムに基づいて、各ヒストグラム中
のそれぞれの光強度分布の最大値が略等しくなるように
定められたものであることを特徴とする請求項８または
９記載の内視鏡装置の撮像装置。
【請求項１１】  前記入力レンジが、予め段階的に定め
られた複数の値の中から選択されるものであることを特
徴とする請求項８から１０のいずれか１項記載の内視鏡
装置の撮像装置。
【請求項１２】  前記蛍光像が、互いに異なる複数の波
長領域にそれぞれ時分割に分光された蛍光像であること
を特徴とする請求項２から６、および８から１１のいず
れか１項記載の内視鏡装置の撮像装置。
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【請求項１３】  前記照明光が、近赤外光を含むもので
あることを特徴とする請求項２から６、および８から１
２のいずれか１項記載の内視鏡装置の撮像装置。
【請求項１４】  前記Ａ／Ｄ変換手段が、前記増幅手段
から出力されたアナログ信号を１４ビット以下のデジタ
ル値に変換するものであることを特徴とする請求項２か
ら６、および８から１３のいずれか１項記載の内視鏡装
置の撮像装置。
【請求項１５】  前記受光手段が電荷増倍型の光電変換
素子であることを特徴とする請求項２から６、および８
から１４のいずれか１項記載の内視鏡装置の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡装置の撮像
方法および装置に関し、詳しくは、同一の光電変換素子
を用いて光強度の低い蛍光像と光強度の高い照明光像と
を受光する内視鏡装置の撮像方法および装置に関するも
のである。
【０００２】
【従来の技術】従来より、体腔内の生体組織を観察する
内視鏡装置が広く知られており、生体組織を観察するた
めの白色光等の照明光が照射された体腔内の生体組織を
ＣＣＤ等の撮像素子によって画像として撮像し、この画
像をテレビ画面上で観察する電子式の内視鏡が広く実用
化されている。また、体腔内の生体組織を白色光等で照
明して観察するばかりでなく、波長４１０ｎｍ近傍の励
起光の照射を受けた生体組織から発生した４８０ｎｍ近
傍の波長領域の蛍光の強度と４３０ｎｍ～７３０ｎｍに
亘る波長領域の蛍光の強度との比率で表される規格化蛍
光強度や、上記励起光の照射を受けて生体組織から発生
した蛍光の強度と参照光である近赤外光の照射を受けた
生体組織によって反射された近赤外光の強度との比率で
表される蛍光収率に基づいて作成された映像によって生
体の組織性状を診断する内視鏡装置も提案されている。
なお、励起光は生体組織に吸収されやすく、生体組織が
受光した励起光の強度の測定に使用し難いので、生体組
織に吸収されにくい近赤外光や赤色光等を参照光として
用い、生体組織が受光した励起光の強度の測定を行って
いる。
【０００３】上記照明光の照射を受けた生体組織によっ
て反射された光強度の高い照明光による照明光像と、励
起光の照射を受けた生体組織から発生した光強度の低い
蛍光による蛍光像とは、光強度に大きな差があるため、
これらを例えば時分割して同一の撮像素子で撮像しよう
とすると９０ｄＢ程度のダイナミックレンジ（約６５０
００階調）が必要となる。ところが、現在入手可能な通
常の光電変換素子のダイナミックレンジは６０ｄＢ（約
１０００階調）程度なので、例えば、照明光像のみを減
光フィルタを通して受光し、蛍光像と照明光像とが６０
ｄB以下のダイナミックレンジの範囲内に収まるように
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して受光し、これらの受光した蛍光像と照明光像とをそ
れぞれ光電変換して蛍光像および照明光像をそれぞれ表
すアナログ信号を取得することが行なわれている。そし
て、これらのアナログ信号は予め定められた概略固定さ
れたゲインで増幅された後にデジタル値に変換され、こ
のデジタル値を用いて上記生体組織を表す映像を作成し
て観察を行ったり、蛍光収率や規格化蛍光強度を求めて
生体の組織性状を表す映像を作成して診断を行ったりし
ている。
【０００４】一方、９０ｄＢ程度のダイナミックレンジ
を有する光電変換素子の検討も進められており、このよ
うなダイナミックレンジの広い光電変換素子を用いるよ
うにすれば、減光フィルタ等を通さずに蛍光像と照明光
像とを同一撮像素子のダイナミックレンジの範囲内で受
光することができ、光電変換素子によって受光される照
明光像の光強度が高くなる。これにより、受光される光
強度の平方根に比例して発生するフォトンノイズの割合
が大幅に減少し、照明光像のＳ／Ｎを大きく改善するこ
とができるので、このようなダイナミックレンジの広い
光電変換素子の内視鏡装置への適用が望まれる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、このよ
うな広いダイナミックレンジを有する光電変換素子から
出力される広いダイナミックレンジを持つアナログ信号
を処理する回路、例えばＡ／Ｄ変換回路や演算回路等
は、同じ広いダイナミックレンジ（例えば９０ｄＢある
いは１６ビット）を持つ回路で構成することが難しいと
いう問題がある。すなわち、このように広いダイナミッ
クレンジを有する回路およびこのような回路を構成する
素子は一般的でなく、非常に高価なものになると共に、
特に内視鏡装置において光電変換素子が内視鏡先端部に
配置され細い管内を通して信号が伝送されるような場合
においては、信号の伝送中にノイズが混入する虞がある
という問題がある。
【０００６】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、光電変換されて出力されたアナログ信号を、階調
の低下を抑えつつ、よりダイナミックレンジの狭いデジ
タル値に変換することにより、デジタル値に混入するノ
イズを抑制し、かつ装置コストを低減することができる
内視鏡装置の撮像方法および装置を提供することを目的
とするものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明の内視鏡装置の撮
像方法は、生体組織に励起光と照明光とを互いに異なる
タイミングで照射し、励起光の照射を受けた生体組織か
ら発生した蛍光による蛍光像と、照明光の照射を受けた
生体組織によって反射された照明光による照明光像とを
同一の光電変換素子により受光して、これらの受光した
蛍光像と照明光像とをそれぞれ光電変換して蛍光像およ
び照明光像をそれぞれ表すアナログ信号を取得し、この
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アナログ信号をデジタル値に変換して、さらにこのデジ
タル値を画像信号として出力する内視鏡装置の撮像方法
において、蛍光像を表すアナログ信号を照明光像を表す
アナログ信号よりも大きいゲインで増幅した後にデジタ
ル値に変換することを特徴とするものである。
【０００８】本発明の内視鏡装置の撮像装置は、生体組
織に励起光と照明光とを互いに異なるタイミングで照射
する照射手段と、励起光の照射を受けた生体組織から発
生した蛍光による蛍光像と照明光の照射を受けた生体組
織によって反射された照明光による照明光像とを受光
し、これらの受光した蛍光像と照明光像とをそれぞれ光
電変換して蛍光像および照明光像をそれぞれ表すアナロ
グ信号を出力する受光手段と、このアナログ信号を増幅
する増幅手段と、この増幅手段により増幅されたアナロ
グ信号をデジタル値に変換するＡ／Ｄ変換手段とを備え
た内視鏡装置の撮像装置において、増幅手段が、蛍光像
を表すアナログ信号を、照明光像を表すアナログ信号よ
りも大きいゲインで増幅することを特徴とするものであ
る。
【０００９】前記増幅手段は、蛍光像を表すアナログ信
号の最大値が照明光像を表すアナログ信号の最大値に略
等しくなるようにゲインを定めることが好ましい。
【００１０】前記増幅手段は、受光手段から出力される
アナログ信号を電圧に変換するフローティング・ディフ
ュージョン・アンプおよびこのアンプの出力電圧を増幅
するＡ／Ｄ変換ゲイン調整アンプを備え、前記ゲイン
は、フローティング・ディフュージョン・アンプのゲイ
ンおよび／またはＡ／Ｄ変換ゲイン調整アンプのゲイン
とすることができる。ここで、フローティング・ディフ
ュージョン・アンプのゲインおよび／またはＡ／Ｄ変換
ゲイン調整アンプのゲインの「および」とは、前記増幅
手段のゲインを、フローティング・ディフュージョン・
アンプのゲインとＡ／Ｄ変換ゲイン調整アンプのゲイン
とをかけ合わせたゲインとすることを意味するものであ
る。
【００１１】前記ゲインは、デジタル値を用いて作成さ
れた蛍光像および照明光像の光強度の分布を示すヒスト
グラムに基づいて、各ヒストグラム中のそれぞれの光強
度分布の最大値が略等しくなるように定められたものと
することができる。
【００１２】前記ゲインは、予め段階的に定められた複
数の値の中から選択されるものとすることができる。
【００１３】上記蛍光像を表すアナログ信号を照明光像
を表すアナログ信号よりも大きいゲインで増幅する手法
としては、以下のような方式を採用することができる。
【００１４】すなわち、蛍光像を表すアナログ信号を増
幅するときのゲイン（蛍光像ゲインと呼ぶ）と、照明光
像を表すアナログ信号を増幅するときのゲイン（照明光
像ゲインと呼ぶ）とを、蛍光像ゲインが照明光像ゲイン
よりも大きくなるように設定しておき、蛍光像を表すア
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ナログ信号を増幅する際には上記蛍光像ゲインを適用
し、照明光像を表すアナログ信号を増幅する際には照明
光像ゲインを適用する方式を採用することができる。こ
の手法は、オートゲインコントロール（ＡＧＣ）のよう
に、入力された画像情報に基づいて、この画像情報の入
力の後に光電変換された像を表すアナログ信号に対する
増幅ゲインを自動的に調節する手法とは異なるものであ
る。
【００１５】また、本発明の内視鏡装置の撮像方法およ
び装置は、前記蛍光像を表すアナログ信号を照明光像を
表すアナログ信号よりも大きいゲインで増幅する増幅手
段の代わりに、蛍光像を表すアナログ信号を照明光像を
表すアナログ信号よりも狭い入力レンジでデジタル値に
変換するＡ／Ｄ変換器を備えるものとしてもよい。
【００１６】このＡ／Ｄ変換器は、蛍光像を表すデジタ
ル値の最大値が照明光像を表すデジタル値の最大値に略
等しくなるように入力レンジを切替え可能とすることが
好ましい。
【００１７】前記入力レンジは、デジタル値を用いて作
成された蛍光像および照明光像の光強度の分布を示すヒ
ストグラムに基づいて、各ヒストグラム中のそれぞれの
光強度分布の最大値が略等しくなるように定められたも
のとすることができる。
【００１８】前記入力レンジは、予め段階的に定められ
た複数の値の中から選択されるものとすることができ
る。
【００１９】前記蛍光像は、互いに異なる複数の波長領
域にそれぞれ時分割に分光された蛍光像とすることがで
きる。
【００２０】前記照明光は、近赤外光を含むものとする
ことができる。
【００２１】前記Ａ／Ｄ変換手段は、増幅手段から出力
されたアナログ信号を１４ビット以下のデジタル値に変
換するものとすることが好ましい。
【００２２】前記受光手段は電荷増倍型の光電変換素子
とすることが好ましい。
【００２３】なお、上記入力レンジとは、Ａ／Ｄ変換手
段がＡ／Ｄ変換可能な最大のアナログ信号値の入力レン
ジ（フルスケール入力レンジ）を意味するものである。
【００２４】
【発明の効果】本発明の内視鏡装置の撮像方法および装
置によれば、蛍光像と、照明光像とを同一の光電変換素
子により受光して取得したアナログ信号をデジタル値に
変換して画像信号として出力するにあたり、受光強度の
低い蛍光像を表す小さな信号値からなるアナログ信号
（以後蛍光像アナログ信号と呼ぶ）を受光強度の高い照
明光像を表す大きな信号値からなるアナログ信号（以後
照明光像アナログ信号と呼ぶ）よりも大きいゲインで増
幅した後にデジタル値に変換するようにしたので、蛍光
像アナログ信号をより上位のデジタル値の領域に対応さ
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7
せて変換させることができ、蛍光像アナログ信号と照明
光像アナログ信号とを同じゲインで増幅した場合に比し
て、蛍光像アナログ信号が担持する画像情報から失なわ
れる階調を少なく抑えてデジタル値に変換することがで
きる。すなわち、蛍光像アナログ信号を、照明光像アナ
ログ信号より量子化単位が小さい信号レベルに分割した
デジタル値として表すことができる。
【００２５】さらに、上記デジタル値のダイナミックレ
ンジを、上記アナログ信号が持つダイナミックレンジよ
り狭いダイナミックレンジに設定した場合には、上記蛍
光像アナログ信号を、階調の低下を抑えつつダイナミッ
クレンジの狭いデジタル値に変換することができ、この
デジタル値を処理する処理回路を、上記アナログ信号と
同等のダイナミックレンジを持つ回路より単純な、より
狭いダイナミックレンジを持つ回路によって構成するこ
とができるので装置コストを低減することができ、また
ダイナミックレンジが狭い回路構成とすることによるノ
イズの混入を抑制する効果も期待することができる。
【００２６】なお、上記照明光像アナログ信号をデジタ
ル値に変換するときに照明光像の階調が低下するが、照
明光像アナログ信号は蛍光像アナログ信号より大きな信
号値からなり高い階調を持つので、照明光像アナログ信
号が担持する画像情報の階調が多少低下しても画像情報
としての品質の低下は少なく、また、上記蛍光収率等を
求めるときの演算精度に与える影響も殆どない。
【００２７】ここで、前記増幅手段を、蛍光像を表すア
ナログ信号の最大値が照明光像を表すアナログ信号の最
大値に略等しくなるようにゲインを定めるものとすれ
ば、照明光像アナログ信号より小さな信号値からなる蛍
光像アナログ信号を、照明光像アナログ信号と同等の大
きさに増幅してデジタル値に変換することができるの
で、蛍光像アナログ信号が担持する画像情報の階調の低
下をより確実に抑えてデジタル値に変換することができ
る。
【００２８】さらに、前記増幅手段を、受光手段から出
力されるアナログ信号を電圧に変換するフローティング
・ディフュージョン・アンプおよびこのアンプの出力電
圧を増幅するＡ／Ｄ変換ゲイン調整アンプを備えたもの
とし、前記ゲインを、フローティング・ディフュージョ
ン・アンプのゲインおよび／またはＡ／Ｄ変換ゲイン調
整アンプのゲインとすれば、より容易に、蛍光像を表す
アナログ信号を、照明光像を表すアナログ信号よりも大
きいゲインで増幅することができる。
【００２９】なお、前記ゲインを、デジタル値を用いて
作成された蛍光像および照明光像の光強度の分布を示す
ヒストグラムに基づいて、各ヒストグラム中のそれぞれ
の光強度分布の最大値が略等しくなるように定めるよう
にすれば、蛍光像がデジタル値に変換されたときの階調
の劣化を確実に少なく抑えることができる。また、この
ゲインを、予め段階的に定められた複数の値の中から選
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択するようにすれば、ゲインの変更をより簡単な回路で
実施することができる。
【００３０】また、本発明の内視鏡装置の撮像方法およ
び装置によれば、前記蛍光像を表すアナログ信号を照明
光像を表すアナログ信号よりも大きいゲインで増幅する
増幅手段の代わりに、蛍光像を表すアナログ信号を照明
光像を表すアナログ信号よりも狭い入力レンジでデジタ
ル値に変換するＡ／Ｄ変換器を備えるようにしたので、
蛍光像アナログ信号をより上位のデジタル値の領域に対
応させて変換させることができ、蛍光像アナログ信号と
照明光像アナログ信号とを同じ入力レンジでＡ／Ｄ変換
した場合に比して、蛍光像アナログ信号が担持する画像
情報から失なわれる階調を少なく抑えてデジタル値に変
換することができる。すなわち、蛍光像アナログ信号
を、照明光像アナログ信号より量子化単位が小さい信号
レベルに分割したデジタル値として表すことができる。
【００３１】なお、上記デジタル値のダイナミックレン
ジを、上記アナログ信号が持つダイナミックレンジより
狭いダイナミックレンジに設定した場合には、上記蛍光
像アナログ信号を、階調の低下を抑えつつダイナミック
レンジの狭いデジタル値に変換することができ、このデ
ジタル値の処理回路を、上記アナログ信号と同等のダイ
ナミックレンジを持つ回路より単純な、より狭いダイナ
ミックレンジを持つ回路によって構成することができる
ので装置コストを低減することができ、また、ダイナミ
ックレンジが狭い回路構成とすることによるノイズの混
入を抑制する効果も期待することができる。
【００３２】さらに、前記Ａ／Ｄ変換器を、蛍光像を表
すデジタル値の最大値が照明光像を表すデジタル値の最
大値に略等しくなるように前記入力レンジを切替え可能
とすれば、照明光像アナログ信号より小さな信号値から
なる蛍光像アナログ信号を、照明光像アナログ信号と同
等の大きさのデジタル値に変換することができるので、
蛍光像アナログ信号が担持する画像情報の階調の低下を
より確実に抑えてデジタル値に変換することができる。
【００３３】また、前記入力レンジを、デジタル値を用
いて作成された蛍光像および照明光像の光強度の分布を
示すヒストグラムに基づいて、各ヒストグラム中のそれ
ぞれの光強度分布の最大値が略等しくなるように定めら
れるようにすれば、蛍光像がデジタル値に変換されたと
きの階調の劣化を確実に少なく抑えることができ、ま
た、このゲインを、予め段階的に定められた複数の値の
中から選択するようにすれば、入力レンジの変更をより
容易に実施することができる。
【００３４】なお、前記蛍光像を互いに異なる複数の波
長領域にそれぞれ時分割に分光された蛍光像としたり、
前記照明光を近赤外光を含むものとしたりすればより容
易に蛍光診断への適用が可能となる。
【００３５】また、前記Ａ／Ｄ変換手段は、増幅手段か
ら出力されたアナログ信号を１４ビット以下のデジタル
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値に変換するものとすれば、Ａ／Ｄ変換手段以後の回路
を容易に構成することができる。
【００３６】また、前記受光手段を、電荷増倍型の光電
変換素子とすれば、照明光像をよりＳ／Ｎの高い照明光
像アナログ信号として取得することができる。
【００３７】
【発明の実施の形態】以下、本発明の具体的な実施の形
態について、図面を用いて説明する。図１は、本発明の
内視鏡装置の撮像方法および装置を蛍光内視鏡装置に適
用した第１の実施の形態の概略構成を示すブロック図、
図２はモザイクフィルタの構造を示す拡大図、図３は回
転フィルタの構造を示す拡大図、図４はアナログ信号値
とこのアナログ信号値が変換されたデジタル値との関係
を示す図である。第１の実施の形態の蛍光内視鏡装置
は、光電変換素子を内視鏡本体部に備え、内視鏡先端部
からイメージファイバを通して伝播された像をこの光電
変換素子によって受光するものであり、規格化蛍光強度
を表す映像を白色光の照明によって取得された通常観察
像の映像に重ね合わせて表示させるものである。
【００３８】本発明の第１の実施の形態による蛍光内視
鏡装置１００は、生体組織１に励起光と照明光とを互い
に異なるタイミングで照射する照射手段１０、励起光の
照射を受けた生体組織１から発生した蛍光による蛍光像
と照明光の照射を受けた生体組織１によって反射された
照明光による照明光像（通常観察像）とを受光し、これ
らの受光した蛍光像と照明光像とをそれぞれ光電変換し
て蛍光像および照明光像をそれぞれ表すアナログ信号を
出力する受光手段２０、前記アナログ信号を増幅する増
幅手段３０、および増幅手段３０により増幅されたアナ
ログ信号を１２ビットのデジタル値に変換するＡ／Ｄ変
換手段４０を備えている。
【００３９】照射手段１０は、波長４１０ｎｍ近傍のパ
ルス状の励起光を射出するガリウムナイトライド系の半
導体レーザ（ＧａＮ－ＬＤ）と、照明光である白色光を
射出する白色光光源とを備え、上記それぞれの光を異な
るタイミングで射出する光源装置１１、および光源装置
１５から射出された上記各光を内視鏡先端部Ｓに伝播す
るライトガイド１２を備えている。
【００４０】受光手段２０は、イメージファイバ２１と
その両端に配設された結像光学系２２および２３とから
なるイメージ伝播光学系２４、複数のフィルタが組み合
わされて円盤状に一体化された回転フィルタ２５、この
回転フィルタを回転させるモータ２６、およびイメージ
伝播光学系２４によって伝播され結像された像を受光し
て光電変換する多数の画素からなる９０ｄＢのダイナミ
ックレンジを持つ電荷増倍型の光電変換素子２７を備え
ており、イメージ伝播光学系２４および回転フィルタ２
５を通して光電変換素子２７の受光面２８上に結像され
た生体組織１の像を光電変換してアナログ信号として出
力する。
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【００４１】なお、多数の画素からなる光電変換素子２
７の受光面２８上には、４８０ｎｍ近傍の波長のみを透
過させる狭帯域透過微小フィルタＭと、励起光を遮断し
励起光の波長を越える可視領域の光を透過させる広帯域
透過微小フィルタＮとが各画素上に交互に配置されて並
べられた図２に示すようなモザイクフィルタ２９が配設
されている。
【００４２】また、回転フィルタ２５は図３に示すよう
に赤色，緑色，青色の３色をそれぞれ透過させるカラー
フィルタ（カラーフィルタＲ、カラーフィルタＧ、カラ
ーフィルタＢ）および蛍光を透過させる蛍光透過フィル
タＤからなる。
【００４３】増幅手段３０は、受光手段２０から出力さ
れた蛍光像を表すアナログ信号を照明光像を表すアナロ
グ信号よりも大きいゲインで増幅するものであり、受光
手段２０から出力されるアナログ信号（電荷）を電圧に
変換するフローティング・ディフュージョン・アンプ
（以後ＦＤアンプ３１と呼ぶ）およびＦＤアンプ３１の
出力電圧を増幅するＡ／Ｄ変換ゲイン調整アンプ３２を
備え、増幅手段３０のゲインが、ＦＤアンプ３１のゲイ
ンおよびＡ／Ｄ変換ゲイン調整アンプ３２のゲインの設
定によって定められる。これらのゲインの設定は制御手
段６０から出力されるゲイン設定信号のタイミングに合
わせて行われる。
【００４４】さらに蛍光内視鏡装置１００は、Ａ／Ｄ変
換手段４０から出力されたデジタル値を入力し、規格化
蛍光強度を求める演算を行なうと共にこの演算によって
取得された規格化蛍光強度を表すデジタル値を映像信号
として出力する演算映像出力手段６１、および演算映像
出力手段６１から出力された映像信号を表示する表示器
６２等を備えている。
【００４５】制御手段６０は、規格化蛍光強度を表す映
像を通常観察像を表す映像に重ね合わせて表示器６２に
表示させるように、装置全体の動作（例えば励起光およ
び照明光の照射、回転フィルタ２５の回転、受光手段２
０による光電変換、および制御手段６０からのゲイン設
定信号の出力等）および各動作のタイミング等をコント
ロールする。
【００４６】なお、上記構成中のＡ／Ｄ変換手段４０以
後の演算映像出力手段６１側の回路は、受光手段２０か
ら出力されたアナログ信号が持つダイナミックレンジよ
り狭いダイナミックレンジを持つ回路および素子で構成
されている。すなわち、受光手段２０の出力のダイナミ
ックレンジは、演算映像出力手段６１を構成する回路お
よび素子のダイナミックレンジより広くなるように設定
されている。
【００４７】次に、上記第１の実施の形態における作用
について説明する。
【００４８】照射手段１０からライトガイド１２を通し
て白色光である照明光が射出され、この照明光の照射を
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受けた生体組織１によって反射された照明光は、イメー
ジ伝播光学系２４、回転フィルタ２５のフィルタＲ、お
よびモザイクフィルタ２９を通して受光面２８上に照明
光像として結像され受光される。受光された照明光像は
光電変換素子２７によって光電変換され照明光像を表す
照明光像アナログ信号として受光手段２０から出力され
る。
【００４９】受光手段２０から出力された照明光像アナ
ログ信号は、増幅手段３０に入力されＦＤアンプ３１に
よって電圧に変換された後、Ａ／Ｄ変換ゲイン調整アン
プ３２によって増幅され出力される。このときの増幅手
段３０のゲインは、制御手段６０から出力されるゲイン
設定信号のタイミングに合わせて設定される。なお、Ｆ
Ｄアンプ３１のゲインの設定は電荷電圧変換MOSFETの電
圧ゲインの変更により行われる。
【００５０】増幅手段３０から出力された、増幅された
照明光像アナログ信号は、Ａ／Ｄ変換手段４０に入力さ
れ１２ビットの照明光像を表す照明光像デジタル信号に
変換された後、演算映像出力手段６１に入力される。
【００５１】照明光像デジタル信号を入力した演算映像
出力手段６１は、モザイクフィルタ２９中の広帯域透過
微小フィルタＮを通して取得された照明光像デジタル信
号のみを記憶し、狭帯域透過微小フィルタＭを透過して
取得された照明光像デジタル信号は使用されない。
【００５２】上記フィルタＲを通して受光面２８上に結
像された照明光像を演算映像出力手段６１内に照明光像
デジタル信号として記憶させる動作と同様の動作を、フ
ィルタＧおよびフィルタＢを通して受光面２８上に結像
された照明光像に対しても実行し、演算映像出力手段６
１内に赤色、緑色、青色の３色の照明光像を表す照明光
像デジタル信号が記憶される。
【００５３】次に、照射手段１０からライトガイド１２
を通して励起光が射出され、この励起光の照射を受けた
生体組織１から発生した蛍光は、イメージ伝播光学系２
４、回転フィルタ２５の蛍光透過フィルタＤおよびモザ
イクフィルタ２９を通して受光面２８上に蛍光像として
結像され受光される。受光された蛍光像は光電変換素子
２７によって光電変換され蛍光像を表す蛍光像アナログ
信号として受光手段２０から出力される。
【００５４】受光手段２０から出力された蛍光像アナロ
グ信号は増幅手段３０に入力され増幅されて出力され
る。このときの増幅手段３０のゲインは、制御手段６０
から出力されるゲイン設定信号のタイミングに合わせ
て、蛍光像アナログ信号を増幅するときのゲインが照明
光像アナログ信号を増幅するときのゲインよりも大きい
ゲインになるように設定される。
【００５５】増幅手段３０から出力された、増幅された
蛍光像アナログ信号は、Ａ／Ｄ変換手段４０に入力され
１２ビットの蛍光像を表す蛍光像デジタル信号に変換さ
れた後、演算映像出力手段６１に入力される。
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【００５６】蛍光像デジタル信号を入力した演算映像出
力手段６１は、モザイクフィルタ２９中の狭帯域透過微
小フィルタＭを透過して取得された蛍光像デジタル信号
を狭帯域蛍光デジタル信号として記憶し、広帯域透過微
小フィルタＮを通して取得された蛍光像デジタル信号を
広帯域蛍光像デジタル信号として記憶する。
【００５７】ここで、増幅手段３０が、照明光像アナロ
グ信号を増幅したときよりも大きいゲインで蛍光像アナ
ログ信号を増幅した後、この増幅された蛍光像アナログ
信号をデジタル値に変換する作用について詳しく説明す
る。
【００５８】図４に示すように、横軸を増幅手段３０か
ら出力されるアナログ信号の値、縦軸をＡ／Ｄ変換手段
４０によってＡ／Ｄ変換されたときのデジタル値とする
と、照明光像アナログ信号と、この照明光像アナログ信
号がＡ／Ｄ変換手段４０によってデジタル値に変換され
たときの値との関係は直線Ｌ１によって示され、照明光
像アナログ信号の値の最大値がＸ１であるとすると、照
明光像デジタル信号の値はデジタル値に変換可能な最大
値に近い値Ｙ１に変換される。
【００５９】蛍光像アナログ信号が照明光像アナログ信
号と同じゲインで増幅されＡ／Ｄ変換される場合には、
蛍光像アナログ信号と蛍光像デジタル信号との関係は上
記と同様の直線Ｌ１によって示され、照明光像アナログ
信号よりも小さな値からなる蛍光像アナログ信号の最大
値がＸ２であるとすると、この値はＹ１より小さいデジ
タル値であるＹ２に変換される。
【００６０】ところで、この蛍光像アナログ信号と照明
光像アナログ信号とを合わせたダイナミックレンジは９
０ｄＢ程度であり、１６ビットのデジタル値に変換しな
いと階調が失われてしまう。すなわち１６ビット相当の
階調（約６５０００階調）を持つ信号が１２ビット（約
４０００階調）に変換されるので４ビット分の階調が失
われ、蛍光像アナログ信号が１２ビット相当の階調（約
４０００階調）で表されるものである場合にはデジタル
値に変換されると８ビット相当の階調（約２５０階調）
でしか表すことができないことになる。
【００６１】一方、増幅手段３０によって蛍光像アナロ
グ信号を増幅するときのゲインを、照明光像アナログ信
号を増幅するときのゲインより大きいゲインにすると、
アナログ信号をデジタル値に変換する関係は、アナログ
信号がより大きなデジタル値に変換される直線Ｌ２で示
される関係となる。これにより、蛍光像アナログ信号が
直線Ｌ１で示されるの関係によってデジタル値に変換さ
れた場合に失なう階調を回復させることができる。
【００６２】例えば、直線Ｌ１で示されるの関係によっ
て変換され、蛍光像アナログ信号の最大値Ｘ２が８ビッ
ト程度（約２５０階調）のデジタル値（図中Ｙ２で示
す）として表されていたものが、増幅手段３０のゲイン
を大きくして照明光像アナログ信号の最大値と蛍光像ア
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ナログ信号の最大値に略等しくなるようにゲインを定
め、蛍光像アナログ信号を直線Ｌ２で示される関係によ
ってデジタル値に変換することにより１２ビット近くの
階調（約４０００階調）持ったデジタル値（図中Ｙ３で
示す）に変換することができる。
【００６３】なお、上記増幅手段３０が蛍光像アナログ
信号を増幅するときのゲインは、必ずしも蛍光像アナロ
グ信号の最大値が照明光像アナログ信号の最大値に略等
しくなるように定める場合に限らず、照明光像アナログ
信号を増幅するときのゲインより蛍光像アナログ信号を
増幅するときのゲインの方が大きくなるように定めれば
良い。
【００６４】上記のようにしてデジタル値に変換され、
演算映像出力手段６１内に記憶された蛍光像デジタル信
号である狭帯域蛍光デジタル信号と広帯域蛍光像デジタ
ル信号とは、演算映像出力手段６１内で両者の比率が演
算され規格化蛍光強度を表す規格化蛍光映像信号が作成
される。一方、演算映像出力手段６１内に記憶された
赤、緑、青３色の照明光像を表す照明光像デジタル信号
からは照明光像である通常観察像を表すカラー映像信号
が作成され、さらに規格化蛍光映像信号とカラー映像信
号とが合成された映像信号が出力されて表示器６２に生
体組織上に診断情報が示された画像として表示される。
【００６５】なお、上記蛍光像を表すアナログ信号を照
明光像を表すアナログ信号よりも大きいゲインで増幅す
る手法としては、以下のような方式を採用することがで
きる。
【００６６】すなわち、蛍光像を表すアナログ信号を増
幅するときのゲイン（蛍光像ゲインと呼ぶ）と、照明光
像を表すアナログ信号を増幅するときのゲイン（照明光
像ゲインと呼ぶ）とを、蛍光像ゲインが照明光像ゲイン
よりも大きくなるようにそれぞれを所定のゲイン（ある
いは所定のゲインの範囲）に設定しておき、制御手段６
０から出力されるゲイン設定信号のタイミングに合わせ
て、蛍光像を表すアナログ信号を増幅する際には上記蛍
光像ゲインが適用され、照明光像を表すアナログ信号を
増幅する際には照明光像ゲインが適用されるように、増
幅手段３０のゲインの設定を切り換える方式を採用する
ことができる。この手法は、入力された画像情報に基づ
いて、この画像情報の入力の後に光電変換された像を表
すアナログ信号に対する増幅ゲインを自動的に調節する
オートゲインコントロール（ＡＧＣ）のような手法とは
異なるものである。
【００６７】さらに、この蛍光内視鏡装置１００を、ゲ
インが一定値に固定された増幅手段、および蛍光像アナ
ログ信号を照明光像アナログ信号よりも狭い入力レンジ
でデジタル値に変換するＡ／Ｄ変換手段を備えたものに
しても上記と同様の効果を得ることができる。
【００６８】すなわち、図５に示すように、横軸を増幅
手段３０から出力されるアナログ信号の値、縦軸をＡ／
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Ｄ変換手段４０によってＡ／Ｄ変換されたときのデジタ
ル値とすると、照明光像アナログ信号の値と、この照明
光像アナログ信号がＡ／Ｄ変換手段４０によってデジタ
ル値に変換されたときの値との関係は、Ａ／Ｄ変換手段
４０の入力レンジをＪ１としたときに、値Ｊ１を持つア
ナログ信号が、Ａ／Ｄ変換手段４０によって変換可能な
最大のデジタル値であるＫ１に変換される直線Ｌ１の関
係によって示される。
【００６９】蛍光像アナログ信号が照明光像アナログ信
号と同じ入力レンジでＡ／Ｄ変換される場合には、蛍光
像アナログ信号と蛍光像デジタル信号との関係は上記と
同様の直線Ｌ１によって示され、照明光像アナログ信号
よりも小さな値からなる蛍光像アナログ信号の最大値Ｊ
２がＫ１より小さいデジタル値であるＫ２に変換され
る。
【００７０】一方、蛍光像アナログ信号をＡ／Ｄ変換す
るときの入力レンジを、照明光像アナログ信号をＡ／Ｄ
変換するときの入力レンジより狭くして、その入力レン
ジをＪ２にすると、アナログ信号をデジタル値に変換す
る関係は、アナログ信号がより大きなデジタル値に変換
される直線Ｌ２で示される関係となり、Ｊ２の値を持つ
アナログ信号が、最大のデジタル値であるＫ１に変換さ
れる。
【００７１】より具体的には、１２ビットのＡ／Ｄ変換
手段の入力レンジが０～５Ｖに設定されている場合に
は、０～５Ｖのアナログ信号は、０から４０９６のデジ
タル値に変換されるが、入力レンジを狭くして０～１Ｖ
に設定すれば、０～１Ｖのアナログ信号が、０～４０９
６のデジタル値に変換される。このような変換関係を利
用して、蛍光像アナログ信号をＡ／Ｄ変換するときの入
力レンジを０～１Ｖとし、照明光像アナログ信号をＡ／
Ｄ変換するときの入力レンジを０～５Ｖとすることによ
り、蛍光像アナログ信号をより上位のデジタル値の領域
に対応させることができる。
【００７２】なお、上記Ａ／Ｄ変換手段４０が蛍光像ア
ナログ信号をＡ／Ｄ変換するときの入力レンジは、必ず
しも蛍光像アナログ信号の最大値が照明光像アナログ信
号の最大値に略等しくなるように定める場合に限らず、
照明光像アナログ信号をＡ／Ｄ変換するときの入力レン
ジより蛍光像アナログ信号をＡ／Ｄ変換するときの入力
レンジの方が狭くなるように定めれば良い。
【００７３】図６は、本発明の第２の実施の形態の蛍光
内視鏡装置の概略構成を示すブロック図である。第２の
実施の形態の蛍光内視鏡装置は、光電変換素子、増幅手
段およびＡ／Ｄ変換手段を内視鏡先端部に備え、蛍光像
を表す映像と蛍光収率を表す映像と通常観察像を表す映
像とを内視鏡本体部に配設された外部スイッチにより切
り替えて表示させるものである。以下、第１の実施の形
態の蛍光内視鏡装置と共通の構成については同じ符号を
使用し説明を省略する。
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【００７４】第２の実施の形態による蛍光内視鏡装置２
００は、生体組織１に励起光と照明光とを互いに異なる
タイミングで照射する照射手段１０′、励起光の照射を
受けた生体組織１から発生した蛍光による蛍光像と照明
光の照射を受けた生体組織１によって反射された照明光
による照明光像とを受光し、これらの受光した蛍光像と
照明光像とをそれぞれ光電変換して蛍光像および照明光
像をそれぞれ表すアナログ信号を出力する受光手段２
０′、前記アナログ信号を増幅する増幅手段３０´、お
よび増幅手段３０´により増幅されたアナログ信号を１
２ビットのデジタル値に変換するＡ／Ｄ変換手段４０を
備えている。なお、上記受光手段２０′、増幅手段３０
´およびＡ／Ｄ変換手段４０は内視鏡先端部Ｓに配設さ
れている。
【００７５】照射手段１０′は、内視鏡先端部Ｓに埋め
込まれて配設されており、図７に示すように、波長４１
０ｎｍ近傍のパルス状の励起光を射出するガリウムナイ
トライド系の半導体レーザ（ＧａＮ－ＬＤ）１４と、照
明光である赤、緑、青の３色の光を面順次で射出する赤
色ＬＥＤ１５、緑色ＬＥＤ１６、青色ＬＥＤ１７と、同
じく照明光である参照光（例えば近赤外光や赤色光）を
射出する半導体レーザ（ＧａＡｓ－ＬＤ）１８と、射出
された各光を図中矢印Ｐ方向に反射させる、それぞれ異
なる反射特性および透過特性を有するダイクロイックミ
ラー１９とを備え、後述する制御手段６０′の制御によ
りそれぞれの光を異なるタイミングで射出する。
【００７６】受光手段２０′は、結像光学系２２′と、
この結像光学系２２′によって結像された像を受光して
光電変換する多数の画素からなる電荷増倍型の光電変換
素子２７とを備えており、光電変換素子２７の受光面２
８上に結像された生体組織１の像を光電変換してアナロ
グ信号として出力する。
【００７７】なお、多数の画素からなる光電変換素子２
７の受光面２８上には、励起光を遮断し、励起光の波長
を越える可視領域の波長を透過させる励起光カットフィ
ルタが配設されており、この励起光カットフィルタによ
り受光面２８に入射する励起光が遮断される。
【００７８】増幅手段３０´のゲインは、後述するヒス
トグラム分析手段７１から出力されるゲイン設定信号の
タイミングに合わせて設定される。
【００７９】演算映像出力手段６１′は、Ａ／Ｄ変換手
段４０から出力されたデジタル値を入力し、生体組織の
蛍光収率を表す蛍光収率映像信号の作成、生体組織を表
すカラー映像信号の作成、および生体組織から発生した
蛍光を表す蛍光映像信号の作成を行いこれらの映像信号
を出力する。出力された映像信号は表示器６２に表示さ
れる。
【００８０】上記表示器６２に表示させる蛍光収率映像
と、カラー映像と、蛍光映像との切替えは外部スイッチ
７２によって行なわれる。
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【００８１】制御手段６０′は、外部スイッチ７２によ
って選択された映像を表示器６２に表示させるように装
置全体の動作（例えば照射手段１０´の励起光、３色の
面順次光および参照光の照射、受光手段２０による光電
変換、およびヒストグラム分析手段７１からのゲイン設
定信号の出力等）および各動作のタイミング等をコント
ロールする。
【００８２】なお、上記構成中のＡ／Ｄ変換手段４０以
後の演算映像出力手段６１′側の回路は、受光手段２
０′から出力されるアナログ信号が持つダイナミックレ
ンジより狭いダイナミックレンジを持つ回路および素子
で構成されている。
【００８３】次に、上記第２の実施の形態における作用
について説明する。
【００８４】表示器６２に通常観察像を表すカラー映像
を表示させる場合には、外部スイッチ７２をカラー映像
表示側に切り替える。この切替えにより照射手段１０′
から赤、緑、青の３色の面順次光が生体組織１に向けて
射出され、第１の実施の形態の場合と同様の作用によ
り、演算映像出力手段６１′内に赤色，緑色，青色の３
組の通常観察像を表す１２ビットからなるＲＧＢ光像デ
ジタル信号が記憶される。
【００８５】ＲＧＢ光像デジタル信号を記憶した演算映
像出力手段６１′は、このＲＧＢ光像デジタル信号に基
づいてカラー映像信号を作成して出力し、表示器６２に
通常観察像を表すカラーの映像が表示される。
【００８６】また、表示器６２に蛍光映像を表示させる
場合には、外部スイッチ７２を蛍光映像表示側に切り替
える。この切替えにより照射手段１０′から励起光が生
体組織１に向けて射出され、上記と同様の作用により、
演算映像出力手段６１′内に１２ビットからなる蛍光像
デジタル信号が記憶される。
【００８７】蛍光像デジタル信号を記憶した演算映像出
力手段６１′は、この蛍光像デジタル信号に基づいて蛍
光映像信号を作成して出力し、表示器６２に生体組織か
ら発生した蛍光像を表す映像が表示される。
【００８８】また、表示器６２に生体組織の蛍光収率を
表す蛍光収率映像を表示させる場合には、外部スイッチ
７２を蛍光収率映像表示側に切り替える。この切替えに
より照射手段１０′から励起光と参照光とが異なるタイ
ミングで生体組織１に向けて射出され、上記と同様の作
用により演算映像出力手段６１′内に１２ビットからな
る蛍光像デジタル信号と参照光像デジタル信号とが記憶
される。
【００８９】蛍光像デジタル信号と参照光像デジタル信
号とを記憶した演算映像出力手段６１′は、蛍光像デジ
タル信号と参照光像デジタル信号との比率を演算し蛍光
収率映像信号を作成して出力し、表示器６２に蛍光収率
を表す映像が表示される。
【００９０】なお、蛍光像デジタル信号と参照光像デジ
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タル信号を取得したときのゲインの大きさが増幅手段３
０´から演算映像出力手段６１′に転送されて、蛍光像
デジタル信号と参照光像デジタル信号との比率を演算す
るときの比率が正確な値となるように補正される。
【００９１】上記デジタル値が取得されるときの増幅手
段３０´のゲインの設定はヒストグラム分析手段７１か
ら出力されるゲイン設定信号によって行なわれ、このゲ
イン設定信号は以下のように定められる。
【００９２】上記ＲＧＢ光像デジタル信号、蛍光像デジ
タル信号および参照光像デジタル信号が演算映像出力手
段６１′に入力される毎に、これらの信号は演算映像出
力手段６１′からヒストグラム分析手段７１に転送さ
れ、ヒストグラム分析手段７１は各デジタル信号を構成
するそれぞれの画素に対応する多数のデジタル値から、
受光した各像の光強度の分布を示すヒストグラムを作成
する。作成されたヒストグラムの分布の最大値が予め定
められた閾値未満であった場合には高ゲインが、閾値以
上になった場合には低ゲインが増幅手段３０´に設定さ
れるように、ヒストグラム分析手段７１から増幅手段３
０´にゲイン設定信号が出力される。
【００９３】すなわち、受光手段２０′によって受光さ
れる光が微弱な光強度の蛍光から高い光強度の照明光
に、あるいはその逆に照明光から蛍光に変化するとき
に、この受光量の変化に応じて増幅手段３０´のゲイン
が２段階で切り替わる。
【００９４】ここで、上記ＲＧＢ光像デジタル信号、蛍
光像デジタル信号および参照光像デジタル信号を取得す
るときに、ヒストグラム分析手段７１からゲイン設定信
号が出力される作用についてより詳しく説明する。
【００９５】横軸を増幅手段３０´から出力されるデジ
タル値、縦軸をこのデジタル値の出現度数とし、照明光
像デジタル信号であるＲＧＢ光像デジタル信号あるいは
参照光像デジタル信号のヒストグラムを作成すると、こ
のヒストグラムは図８に示されるように、大きな値を持
つデジタル値の方に出現度数が偏った分布となり、ヒス
トグラムの分布の最大値が予め定められた閾値Ｑ以上と
なる。一方、蛍光像デジタル信号のヒストグラムは、図
９に示すように小さな値の方に出現度数が偏った分布と
なり、ヒストグラムの分布の最大値が予め設定された閾
値Ｑより小さくなる。
【００９６】ヒストグラム分析手段７１に入力された各
像を表すデジタル信号のヒストグラムの分布の最大値が
閾値Ｑ未満であると判定された場合にはヒストグラム分
析手段７１から増幅手段３０´に対して、この増幅手段
３０´のゲインを高ゲイン（図４のＬ２参照）に設定さ
せるゲイン設定信号が出力され、増幅手段３０´のゲイ
ンは照明光像アナログ信号を増幅する際のゲインより高
いゲインに設定される。一方、ヒストグラムの分布の最
大値が閾値Ｑ以上であると判定された場合にはヒストグ
ラム分析手段７１から増幅手段３０´に対して、この増
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幅手段３０´のゲインを低ゲイン（図４のＬ１参照）に
設定させるゲイン設定信号が出力され、増幅手段３０´
のゲインは蛍光像アナログ信号を増幅する際のゲインよ
り低いゲインに設定される。
【００９７】なお、ヒストグラム分析手段７１によるヒ
ストグラムの分布の最大値が閾値Ｑ以上か否かの判定は
デジタル信号が入力された後に行なわれるので、外部ス
イッチ７２が切り替えられ照射手段１０′から射出され
る光の種類が変更された直後は、増幅手段３０´のゲイ
ンが適切な値に設定されておらず、このとき適切なゲイ
ンで増幅されなかったアナログ信号に基づいて作成され
た１フレーム分の映像信号は演算映像出力手段６１′か
ら出力されず表示されない。
【００９８】また、上記蛍光収率映像を表示させるとき
には、励起光と参照光とが異なるタミングで射出され、
受光手段から蛍光像アナログ信号と参照光像アナログ信
号とが交互に出力される。そして、これらのアナログ信
号を入力したヒストグラム分析手段７１から、増幅手段
３０´のゲインを低ゲインに設定させるゲイン設定信号
と高ゲインに設定させるゲイン設定信号とが交互に出力
されることになるが、この場合ヒストグラム分析手段７
１は、入力されたデジタル値の変化から蛍光収率映像を
表示させる設定に切り替わったことを認識して、増幅手
段３０´のゲインを低ゲインおよび高ゲインに設定させ
るゲイン設定信号を出力するタイミングを補正し、増幅
手段３０´に対して、交互に入力される励起光像アナロ
グ信号と参照光像アナログ信号とが適切なゲインで増幅
されるようにする。また上記と同様に、このとき適切な
ゲインで増幅されなかったアナログ信号に基づいて作成
された映像信号は演算映像出力手段６１′から出力され
ず表示されない。
【００９９】なお、上記増幅手段３０´が、ゲインの大
きさを段階的ではなく連続的に定めるものとし、予め各
像（通常観察像、蛍光像および参照光像）を表すデジタ
ル値のヒストグラムの分布を測定することにより統計的
に求められた最大値（統計最大値）をヒストグラム分析
手段７１に記憶させておき、ヒストグラム分析手段７１
に入力されて作成された上記各像を表すデジタル値のヒ
ストグラムの分布の最大値が常に上記統計最大値に等し
くなるようにヒストグラム分析手段７１から増幅手段３
０´にゲイン設定信号を出力する構成としてもよい。
【０１００】なお、この蛍光内視鏡装置２００を、ゲイ
ンが一定値に固定された増幅手段、および蛍光像アナロ
グ信号を照明光像アナログ信号よりも狭い入力レンジで
デジタル値に変換するＡ／Ｄ変換手段を備えたものにし
ても上記と同様の効果を得ることができる。
【０１０１】上記のように本発明によれば、光電変換さ
れて出力されたアナログ信号を、階調の低下を少なく抑
えつつ、よりダイナミックレンジの狭いデジタル値に変
換することができ、これによりデジタル値に混入するノ
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イズを抑制し、かつ装置コストを低減することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の概略構成を示すブ
ロック図
【図２】モザイクフィルタの構造を示す拡大図
【図３】回転フィルタの構造を示す拡大図
【図４】アナログ信号値とアナログ信号値が変換された
デジタル値との関係を示す図
【図５】アナログ信号値とアナログ信号値が変換された
デジタル値との関係を示す図
【図６】本発明の第２の実施の形態の概略構成を示すブ*
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*ロック図
【図７】照射手段の詳細を示す拡大図
【図８】照明光像デジタル値のヒストグラムを示す図

【図９】蛍光像デジタル値のヒストグラムを示す図
【符号の説明】
１    生体組織
１０    照射手段
２０    受光手段
３０    増幅手段
４０    Ａ／Ｄ変換手段
１００    蛍光内視鏡装置

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】

【図７】



(12) 特開２００３－１０１０１

【図５】 【図６】

【図８】

【図９】

  
─────────────────────────────────────────────────────
フロントページの続き
  
Ｆターム(参考） 2H040 CA04 CA09 GA01 GA02 GA11
                4C061 AA00 BB00 CC06 DD03 GG01
                      HH51 JJ11 LL01 NN01 QQ02
                      QQ04 SS11 
                5C054 AA01 AA05 CA04 CC02 EA01
                      EB05 ED03 EJ05 FC05 HA12



专利名称(译) 内窥镜设备的成像方法和设备

公开(公告)号 JP2003010101A 公开(公告)日 2003-01-14

申请号 JP2002089109 申请日 2002-03-27

[标]申请(专利权)人(译) 富士胶片株式会社

申请(专利权)人(译) 富士胶片有限公司

[标]发明人 千代知成

发明人 千代 知成

IPC分类号 G02B23/24 A61B1/00 A61B5/00 G02B23/26 H04N7/18

CPC分类号 A61B5/0059

FI分类号 A61B1/00.300.D G02B23/24.B G02B23/26.B H04N7/18.M A61B1/00.511 A61B1/00.550 A61B1/04.530 
A61B1/045.610 A61B1/045.614 A61B1/06.610

F-TERM分类号 2H040/CA04 2H040/CA09 2H040/GA01 2H040/GA02 2H040/GA11 4C061/AA00 4C061/BB00 4C061
/CC06 4C061/DD03 4C061/GG01 4C061/HH51 4C061/JJ11 4C061/LL01 4C061/NN01 4C061/QQ02 
4C061/QQ04 4C061/SS11 5C054/AA01 5C054/AA05 5C054/CA04 5C054/CC02 5C054/EA01 5C054
/EB05 5C054/ED03 5C054/EJ05 5C054/FC05 5C054/HA12 4C161/AA00 4C161/BB00 4C161/CC06 
4C161/DD03 4C161/GG01 4C161/HH51 4C161/JJ11 4C161/LL01 4C161/NN01 4C161/QQ02 4C161
/QQ04 4C161/SS11

优先权 2001132120 2001-04-27 JP

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：在用于内窥镜设备的成像方法和设备中，在抑制灰度等级
劣化的同时，将经光电转换并输出的模拟信号转换为具有较窄动态范围
的数字值。 解决方案：在彼此不同的时刻，用激发光和从照射装置10发
出的照明光照射活组织1，并使用从活组织1产生的荧光的荧光图像和由
活组织1反射的照明光。 照明光图像由相同的光电转换元件27接收，并
且各自被光电转换以获得代表荧光图像和照明光图像中的每一个的模拟
信号，并且这些模拟信号被转换成数字值以获得图像信号。 在输出时，
以比表示照明光图像的模拟信号大的增益放大表示荧光图像的模拟信
号，然后将其转换为数字值。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/e6514262-6e07-4c86-895a-a6767354e468
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/026614447/publication/JP2003010101A?q=JP2003010101A

